
の
中
で
「
長
年
に
わ
た
り
上
海
市

友
協
と
岡
山
市
友
協
は
教
育
、
人

文
、
民
政
、
青
少
年
等
の
分
野
で

卓
越
し
た
効
果
の
あ
る
交
流
を

行
っ
て
き
た
。
岡
山
は
内
山
完
造

氏
や
岡
崎
嘉
平
太
氏
等
友
好
人
士

を
輩
出
し
て
お
り
、
特
に
本
年
は

内
山
完
造
生
誕
１
４
０
周
年
に
当

た
る
。」
と
力
を
込
め
た
。

土
井
章
弘
会
長
も
こ
れ
に
応
え

て
「
上
海
市
と
は
長
年
に
わ
た
り

深
く
内
容
あ
る
交
流
の
歴
史
を
有

し
て
お
り
、
本
年
の
内
山
完
造
生

誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業
に
際
し

て
は
、
現
在
、
内
山
完
造
関
連
資

料
の
収
集
・
整
理
を
続
け
て
お
り
、

上
海
市
友
協
の
協
力
の
も
と
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
記
念
事
業
を
是

非
と
も
成
功
さ
せ
た
い
」
と
強
調

し
た
。

内
山
完
造
生
誕
１
４
０
周
年
記

念
事
業
が
本
格
的
に
動
き
出
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
事
前
調
査
を
終

え
、具
体
的
な
分
析
や
写
真
撮
影
、

資
料
確
認
、
収
蔵
品
リ
ス
ト
作
り

な
ど
を
進
め
て
い
る
段
階
。

具
体
的
な
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
は
、
岡
山
と
上
海
で
の
記

念
展
示
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
を
決
定
。準
備
作
業
に
入
っ
た
。

資
料
収
集
等
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
の
は
、
吉
備
路
文
学
館
、
井

原
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
芳
井
民

俗
資
料
館
、
芳
井
図
書
館
、
芳
井

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
成
福
寺
な

ど
。

友
好
協
会
の
訪
問
団
は
「
１
９
２

７
魯
迅
与
内
山
完
造
書
局
」
や
周

恩
来
公
館
跡
地
を
訪
問
。
上
海
市

人
民
対
外
友
好
協
会
と
会
見
、
歓

迎
夕
食
会
で
懇
談
し
た
。

会
見
で
は
、
新
し
く
就
任
し
た

宿
琳
副
会
長
を
は
じ
め
魯
迅
記
念

館
の
新
・
旧
館
長
、
中
共
一
大
記

念
館
の
周
崢
副
館
長
、
唐
為
紅
ア

ジ
ア
ア
フ
リ
カ
処
長
ら
が
同
席
。

宿
琳
副
会
長
は
、
歓
迎
の
挨
拶

受
け
市
内
に
向
か
い
、世
界
遺
産
・

龍
門
石
窟
を
見
学
後
、
洛
陽
市
人

民
政
府
を
表
敬
訪
問
、
歓
迎
夕
食

会
に
臨
ん
だ
。

訪
問
団
は
現
地
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
ご
と
に
分
か
れ
て
、
友
好

交
流
を
深
め
た
。
調
査
が
急
ぴ
っ

ち
で
進
ん
で
い
る
夏
王
朝
二
里
頭

遺
跡
博
物
館
や
三
蔵
法
師
の
故
居

も
見
学
し
た
。

上
海
で
は
25
日
、
岡
山
市
日
中

一
行
は
、
22
日
岡
山
空
港
を
出

発
、上
海
経
由
で
23
日
洛
陽
入
り
。

洛
陽
空
港
で
歓
迎
の
花
束
贈
呈
を

平
素
は
、
日
中
友
好
事
業
と

当
協
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か

い
ご
支
持
と
ご
支
援
を
賜
っ
て

お
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
般
「
内
山
完
造
生

誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業
寄

付
」
の
お
願
い
を
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
会
員
の
方
々
を
は

じ
め
、
内
山
先
生
の
郷
里
・
井

原
市
や
、
東
京
の
内
山
書
店
、

そ
し
て
地
元
財
界
の
方
々
な
ど
多

く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
浄
財
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
目
標
と

し
て
い
た
２
０
０
万
円
を
超
え
る

額
が
集
ま
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
改

め
て
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
衷
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
、
県
下
に
分
散
し
て
い
る
内
山

完
造
先
生
の
資
料
確
認
と
デ
ジ
タ

ル
保
存
作
業
を
進
め
て
お
り
、
並

行
し
て
、
10
月
の
上
海
で
の
展
示

会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
12
月

の
岡
山
で
の
展
示
会
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
に
向
け
て
、
鋭
意
準

備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後
、
改
め
て
事
業
の
ご
報

告
を
い
た
し
ま
す
が
、
取
り
急

ぎ
紙
面
に
て
お
礼
に
替
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
８
月

�

岡
山
市
日
中
友
好
協
会

�

会
長　

土
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（
ご
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た
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た
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岡
山
市
と
洛
陽
市
の
友
好
都
市
締
結
44
周
年
を
記
念
し
た
岡
山
市
民
友
好
訪
問
団
が
、
４
月
22
日
か
ら
同
26
日

の
日
程
で
洛
陽
市
と
上
海
を
訪
問
し
た
。
訪
問
団
は
、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
の
土
井
章
弘
会
長
を
団
長
と
す
る

10
人
と
、
岡
山
市
か
ら
中
原
健
一
副
市
長
を
団
長
と
す
る
岡
山
市
公
式
訪
問
団
、
そ
れ
に
松
田
安
義
岡
山
市
洛
陽

市
友
好
都
市
議
員
連
盟
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
議
会
議
員
訪
問
団
も
参
加
し
、
総
勢
は
21
人
に
上
っ
た
。
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岡
山
市
日
中
友
好
協
会
で
は
、

10
月
の
上
海
事
業
実
施
に
向
け

て
、
記
念
訪
中
団
派
遣
を
計
画
。

上
海
へ
記
念
訪
中
団

岡
山
発
着
で
派
遣

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
10
月
18
日
出

発
で
同
21
日
帰
着
の
岡
山
発
着
の

３
泊
４
日
。
派
遣
は
15
人
。
上
海

で
は
、
開
会
式
に
参
加
し
展
示
品

見
学
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加
、
記

念
講
演
会
参
加
、
魯
迅
墓
参
、
内

山
完
造
墓
参
な
ど
。

て
は
じ
め
て
、
悲
劇
の
繰
り
返
し

を
防
ぎ
、
平
和
の
灯
を
次
世
代
へ

と
受
け
継
げ
る
の
だ
と
諭
し
続
け

て
く
れ
て
い
る
。

世
界
情
勢
が
錯
綜
し
、
地
政
学

的
衝
突
が
後
を
絶
た
な
い
今
、
平

和
の
価
値
が
高
ま
り
続
け
て
い

る
。新
た
な
歴
史
の
節
目
に
立
ち
、

中
国
は
こ
れ
か
ら
も
人
類
運
命
共

同
体
構
築
の
旗
印
を
高
く
掲
げ
、

揺
る
ぎ
な
く
平
和
発
展
の
道
を
歩

ん
で
い
く
。

地
域
や
世
界
に
お
い
て
重
要
国

家
で
あ
る
中
日
両
国
が
、
恒
久
平

和
と
世
代
を
超
え
た
友
好
を
実
現

す
る
こ
と
は
、
一
層
重
要
な
意
義

を
持
つ
。

中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
は
、
管

内
各
界
の
平
和
を
愛
す
る
全
て
の

皆
様
と
と
も
に
、歴
史
を
直
視
し
、

未
来
を
切
り
開
く
精
神
の
も
と
、

歴
史
の
真
相
を
守
り
、
平
和
と
正

義
を
守
り
、
手
を
携
え
て
中
日
友

好
の
新
章
を
紡
い
で
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

館
。
主
催
は
、
上
海
市
人
民
対
外

友
好
協
会
、
虹
口
人
民
政
府
新
聞

弁
公
室
、岡
山
市
日
中
友
好
協
会
。

19
日
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

20
日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す

る
。
上
海
岡
山
県
人
会
と
も
協
力

し
て
「
岡
山
上
海
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
」（
交
流
会
）
と
し
て
開
催
す

る
計
画
。

会
場
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル

記
念
シ
ン
ポ
と
展
示

岡
山
会
場
は
、
12
月
18
日
、
岡

20
世
紀
初
頭
、
内
山
先
生
は
上

海
に
渡
り
書
店
を
開
き
、
中
国
の

進
歩
的
な
人
士
と
広
く
交
わ
り
、

中
で
も
魯
迅
先
生
と
は
親
交
が
深

く
、
魯
迅
先
生
が
危
難
に
陥
っ
た

時
に
は
幾
度
と
な
く
援
助
の
手
を

差
し
伸
べ
た
。

日
本
の
軍
国
主
義
に
よ
る
侵
略

戦
争
勃
発
後
、
内
山
先
生
は
巨
大

な
リ
ス
ク
を
背
負
い
な
が
ら
、
中

国
の
友
人
た
ち
を
保
護
・
支
援
し
、

侵
略
に
抵
抗
す
る
中
国
人
民
に

と
っ
て
の
貴
重
な
支
え
と
な
っ
た
。

戦
後
も
、
内
山
先
生
は
中
日
関

係
が
隔
絶
・
対
立
と
い
う
不
正
常

な
状
態
に
あ
る
中
、
自
身
の
安
危

や
利
害
も
顧
み
ず
、
積
極
的
に
両

国
間
を
奔
走
し
な
が
ら
、
戦
争
が

残
し
た
傷
跡
を
癒
し
続
け
、
民
間

の
友
好
交
流
推
進
に
尽
力
し
た
。

ま
た
、
日
中
友
好
協
会
の
設
立

内
容
的
に
は
、
掛
軸
、
色
紙
、

短
冊
類
な
ど
、
こ
れ
ま
で
埋
も
れ

て
い
た
貴
重
な
も
の
が
多
か
っ

た
。
珍
し
い
各
種
の
書
籍
類
も
意

外
に
残
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
写

真
も
多
く
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら

の
資
料
類
の
整
理
と
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
急
い
で
い
る
段
階
。

ま
た
、
記
念
展
示
会
に
つ
い
て

は
、上
海
会
場
が
、10
月
19
日
か
ら

同
31
日
ま
で
。
会
場
は
魯
迅
記
念

岡
山
へ
は
、
着
任
し
て
か
ら
何

度
も
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
地
は
、

山
河
の
美
し
さ
と
悠
久
の
文
脈
を

誇
る
の
み
な
ら
ず
、天
下
を
思
い
、

道
義
を
貫
い
た
数
多
く
の
志
士
を

輩
出
し
て
き
た
。

１
４
０
年
前
、
中
日
友
好
の
先

駆
者
と
称
え
ら
れ
る
内
山
完
造
先

生
も
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
。

国
境
や
民
族
を
越
え
、
戦
火
と

平
和
を
生
き
抜
い
た
先
生
の
足
跡

を
振
り
返
れ
ば
、
平
和
の
尊
さ
や

友
好
の
重
み
が
、
よ
り
一
層
身
に

し
み
て
感
じ
ら
れ
る
。

山
市
の
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
金
庫
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
旧
、
日
銀
岡
山
支
店
跡
）

で
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
18
日
）

と
展
示
会（
18
日
か
ら
21
日
ま
で
）

予
定
し
て
い
る
。

主
催
は
、
岡
山
市
日
中
友
好
協

会
と
上
海
市
人
民
対
外
友
好
協

会
、
虹
口
区
人
民
政
府
新
聞
弁
公

室
。
テ
ー
マ
は
「
書
肆
を
以
て
津

梁
と
な
す

－

内
山
完
造
と
日
中
友

好
」。初日

の
12
月
18
日
は
、
午
後
1

時
半
か
ら
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
で
、
展

に
携
わ
り
、
初
代
理
事
長
に
就
任

し
、
隔
絶
と
憎
悪
の
代
わ
り
に
平

和
と
友
好
を
、と
力
強
く
訴
え
た
。

１
９
５
９
年
、
内
山
先
生
は
中

華
人
民
共
和
国
建
国
10
周
年
記
念

式
典
に
招
か
れ
、
北
京
を
訪
れ
た

際
に
突
然
の
病
に
倒
れ
、
不
幸
に

逝
去
し
、
そ
の
遺
骨
は
ご
遺
志
に

従
い
上
海
万
国
公
墓
に
埋
葬
さ
れ

た
。内

山
先
生
は
、
そ
の
一
生
を
か

け
て
、
民
間
の
力
に
よ
る
中
日
相

互
理
解
や
信
頼
の
架
け
橋
を
築
き

あ
げ
た
。

彼
の
輝
か
し
い
功
績
は
、
今
な

お
両
国
民
の
間
で
広
く
語
り
継
が

れ
、
偲
ば
れ
て
い
る
。

示
会
開
会
式
を
行
い
、
引
き
続
き

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
す
る
。
上

海
か
ら
も
、
内
山
完
造
研
究
の
専

門
家
が
参
加
、
議
論
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

展
示
会
は
18
日
か
ら
21
日
ま
で

５
日
間
予
定
し
て
お
り
、
各
種
貴

重
な
資
料
の
展
示
や
、
完
造
の
肉

声
講
演
テ
ー
プ
の
視
聴
な
ど
も
計

画
し
て
い
る
。

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

専
門
家
も
含
め
て
協
会
内
で
詰
め

の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

今
年
は
、
中
国
人
民
抗
日
戦
争

及
び
世
界
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
勝

利
80
周
年
を
迎
え
る
。
日
本
の
軍

国
主
義
が
発
動
し
た
あ
の
侵
略
戦

争
は
、
中
国
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア

各
国
の
人
々
に
深
刻
な
災
禍
を
も

た
ら
し
、
日
本
国
民
も
ま
た
大
き

な
痛
手
を
負
っ
た
。

中
国
人
民
は
強
暴
を
恐
れ
ず
、

世
界
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
と
と

も
に
抗
戦
し
、
多
大
な
民
族
的
犠

牲
を
払
い
、
最
終
的
に
全
面
的
勝

利
を
勝
ち
取
り
、
世
界
平
和
に
大

い
な
る
貢
献
を
果
た
し
た
。

歴
史
は
鏡
で
あ
り
、
過
去
を
照

ら
す
こ
と
も
、
未
来
を
導
く
こ
と

も
で
き
る
。

習
近
平
主
席
は
、
私
た
ち
が
歴

史
の
経
験
や
教
訓
を
心
に
刻
む
よ

う
強
調
す
る
の
は
、
憎
し
み
を
継

続
さ
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
善
良

な
人
々
の
平
和
へ
の
願
い
と
確
固

た
る
擁
護
を
呼
び
覚
ま
す
た
め
だ

と
指
摘
し
て
い
る
。

戦
争
の
硝
煙
は
既
に
消
え
た

が
、
歴
史
の
傷
痕
は
今
な
お
疼
き

続
け
、
常
に
私
た
ち
に
平
和
が
得

難
い
も
の
で
あ
り
、
歴
史
を
直
視

し
、
そ
の
教
訓
を
深
く
汲
み
取
っ

岡
山
市
北
区
岩
田
町
三―

二
二

電
話
　
二
三
三―

二
三
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
二
二
三―

三
六
四
〇

h
ttp
://
w
w
w
.o
b
c
n
e
t.a
c
.jp

E
-m
a
il:o
b
c
＠
o
b
c
n
e
t.a
c
.jp

　

校
　
長
　
西

　﨑

　
　
　誠

岡
山
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ

専
門
学
校

〒
七
〇
一―

一
二
一
二
　

岡
山
市
北
区
尾
上
神
道
山
　
　
　
　

電
話（
〇
八
六
）二
八
四―

二
一
二
一

（
代
表
）

教
主
　
黒

　住

　宗

　道

黒
住
教

〒
七
〇
〇―

〇
九
〇
二
　

岡
山
市
北
区
錦
町
五―

一
五
　
　
　
　

南
田
辺
ビ
ル
二
階

電
　
話（
〇
八
六
）二
二
五―

五
〇
八
三

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
六
）二
二
五―

五
〇
四
一

会
　
長
　
鍵

　本

　芳

　明

岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会

岡
山
市
北
区
錦
町
五―

一
五
　
　

電
話
　
二
二
五―

一
四
九
一
　
　

代
表
取
締
役
　
田

　邉

　繁

　之

株
式
会
社
　田
辺
産
業

岡
山
市
北
区
大
元
駅
前
三―

六
一

電
話（
代
表
）二
三
三―

八
八
一
一

代
表
取
締
役
会
長
　
永

　山

　久

　人

下
津
井
電
鉄
株
式
会
社

岡
山
市
北
区
新
屋
敷
町
一―

六―

二
六

電
話
　
二
四
一―

四
六
五
五
　
　
　
　

代
表
取
締
役
　
田

　口

　晃

　大

五
洋
工
業
株
式
会
社

歴
史
の
響
き
に
耳
を
傾
け
、

　
　平
和
の
道
を
歩
ん
で
い
こ
う

歴
史
の
響
き
に
耳
を
傾
け
、

　
　平
和
の
道
を
歩
ん
で
い
こ
う

中
華
人
民
共
和
国

駐
大
阪
総
領
事
館
総
領
事

　薛

　
　
　剣

特別投稿

薛　剣　総領事薛　剣　総領事

（
１
面
か
ら
続
く
）

（
１
面
か
ら
続
く
）��

内
山
氏
は
一
生
か
け

相
互
理
解
や
信
頼
の

架
け
橋
を
築
い
た

平
和
と
正
義
を
守
り

中
日
友
好
の
新
章
を

紡
い
で
い
き
た
い
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外
事
弁
公
室
の
楊
鴻
鵬
副
主
任
と

も
お
話
を
す
る
機
会
を
得
る
事
が

で
き
、
大
変
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

日
本
は
他
国
の
歴
史
や
文
化
を

尊
重
し
敬
意
を
払
う
と
い
う
姿
勢

が
今
後
一
層
求
め
ら
れ
る
と
感

じ
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

㈱
塩
飽
設
計
、
㈱
中
国
銀
行
、
㈱

ト
ミ
ヤ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
岸

田
茂
樹
、
木
下
建
治
、
木
待
賢
逸
、

國
定　

剛
、
黒
住
昭
子
、
黒
住
忠

正
、
黒
住
宗
道
、
黒
住
宗
芳
、
黒

瀬
定
生
、
古
谷　

静
、
小
土
井
康

博
、
小
林
辰
男
、
小
林
央
江
、
小

林
義
明
、
古
谷
野　

貢
、
古
山
コ

ス
ミ
、
五
洋
工
業
㈱
、
酒
井　

誠
、

桜
井
浩
一
、
佐
藤
勝
也
、
島
田
冨

美
恵
、
下
津
井
電
鉄
㈱
、
宗
教
法

人
真
言
宗
御
室
派
長
泉
寺
、
杉
本　

幸
司
、
先
人
顕
彰
会
・
井
原 

会

長 

片
岡
良
仁
、
高
本　

均
、
高

山
伸
康
、
竹
内
明
文
、
田
中
茂
登

美
、
為
重
大
五
、
塚
村
淑
子
、
寺

坂
幸
治
、
土
井
章
弘
、
土
井
健
太

郎
、
土
井
基
之
、
鳥
越
和
恵
、
長

尾
冨
佐
恵
、
ナ
カ
シ
マ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
、
長
瀬
玲
二
、
ナ

ガ
セ
ヴ
ィ
ー
タ
㈱
、中
原
富
二
雄
、

名
合
建
設
㈱
、
額
田
信
一
、
則
次

克
美
、
則
次
美
弥
子
、
幅
崎　

功
、

濱
家
好
文
子
、
備
中
西
商
工
会
、

福
田
伸
子
、
船
越
節
子
、
古
田　

泉
、
弁
護
士
法
人
備
前
法
律
事
務

所
、
星
野
耕
平
、
洞　

富
美
男
、

松
井
三
平
、
松
下
有
加
、
松
田　

久
、
三
島
宣
哉
、
室
賀
ネ
ジ
機
工

㈱
、
宮
本
光
研
、
森
田　

潔
、
山

内　

圭
、
若
林
俊
正

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。

街
に
入
り
、
ま
ず
は
聖
ソ
フ
ィ

ア
大
教
堂
へ
向
か
い
ま
し
た
。
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
思
わ
せ
る
街
並
み
で
、

ハ
ル
ビ
ン
の
ロ
シ
ア
と
の
歴
史
的

距
離
の
近
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

続
い
て
旧
満
州
の
歴
史
的
建
築

物
と
安
重
根
義
士
記
念
館
、
そ
し

て
「
七
三
一
陳
列
館
」
を
見
て
回

り
ま
し
た
。

滞
在
中
は
、
旧
満
鉄
哈
爾
浜
支

社
、
旧
満
鉄
倶
楽
部
、
旧
大
和
旅

館
と
巡
り
、
哈
爾
浜
駅
で
は
安
重

根
義
士
記
念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

日
本
の
歴
史
の
教
科
書
で
は
数

行
の
記
載
し
か
な
い
事
件
の
現
場

が
保
存
さ
れ
、
ホ
ー
ム
は
今
も
現

役
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

私
は
、
こ
の
夏
７
月
12
日
か
ら

17
日
ま
で
、
中
国
・
黒
龍
江
省
哈

爾
浜
（
ハ
ル
ビ
ン
）
を
、
岡
山
市

日
中
友
好
協
会
の
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
等
と
共
に
訪
問
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

私
た
ち
は
60
歳
代
か
ら
80
歳
代

の
総
勢
９
人
の
旅
で
し
た
。
関
西

空
港
か
ら
ハ
ル
ビ
ン
ま
で
直
行
便

で
３
時
間
と
い
う
近
さ
な
ん
で
す
。

そ
し
て
そ
の
ハ
ル
ビ
ン
、
か
つ

て
旧
満
州
国
の
あ
っ
た
場
所
と
し

て
深
い
歴
史
を
持
つ
国
際
都
市
に

も
関
わ
ら
ず
、
現
在
の
日
本
人
に

は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
場
所
に

文
廟
と
黒
龍
江
省
博
物
館
を
経

て
今
回
の
最
大
の
目
的
地
￢
侵
華

日
軍
七
三
一
部
隊
罪
証
陳
列
館
」

へ
向
か
い
ま
し
た
。

金
成
民
館
長
に
出
迎
え
て
頂
き

広
い
館
内
を
見
学
。
当
時
の
資
料

は
多
く
が
撤
収
時
に
証
拠
隠
滅
の

た
め
に
破
壊
焼
却
さ
れ
た
中
、
そ

れ
で
も
夥
し
い
数
の
物
が
保
存
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
関
係
者
が
ア
メ
リ
カ
に

情
報
を
提
供
す
る
事
で
戦
犯
か
ら

免
れ
、
戦
後
は
大
学
教
授
や
医
師

と
し
て
普
通
に
生
活
し
て
い
た
事

実
。し

か
し
、
こ
れ
が
皮
肉
に
も
米

国
の
公
文
書
と
し
て
実
験
デ
ー
タ

が
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
保
存
さ

れ
、
巨
大
な
施
設
の
遺
構
か
ら
も

国
が
関
与
し
て
組
織
的
に
行
わ
れ

た
の
は
明
白
で
し
た
。

館
内
で
は
、
訪
問
団
と
し
て
献

花
を
さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
と
は
言

い
切
れ
な
い
現
在
の
日
本
国
内
で

の
外
国
人
に
対
す
る
発
言
の
酷
さ

を
思
い
、
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
黒
龍
江
省
人
民
政
府

ご
芳
名
は
、
掲
載
を
ご
了
解
さ

れ
た
方
の
み
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
金
額
は
総
額
２
０
８
万
７
５

７
２
円
と
な
り
ま
し
た
。敬
称
略
。

掲
載
順
は
50
音
順
で
す
。

秋
岡　

毅
、
荒
木
敏
雄
、
市
岡　

幸
、一
般
財
団
法
人
林
原
美
術
館
、

伊
原
木
一
衛
、井
原
商
工
会
議
所
、

牛
田
和
子
、
漆
間
宣
隆
、
江
草
明

彦
、
王　

革
、
岡
﨑
郁
子
、
岡
﨑　

登
、
岡
本　

啓
、
岡
山
外
語
学
院
、

尾
亦
祐
司
、
鍵
本
芳
明
、
加
瀬
珠

樹
、
片
岡
良
仁
、
片
山
浩
子
、
㈱

ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
、
㈱
い
の
う
え
、
㈱
内
山
書
店
、

岡
山
市
北
区
番
町
二―

三―

四
　
　

電
話（
〇
八
六
）二
二
一―

一
〇
一
〇

取
締
役
社
長
　
髙

　木

　晶

　悟

株
式
会
社
　

ト
マ
ト
銀
行

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
五―

一
　

電
話
　
八
九
八―

一
一
一
一
　
　

取
締
役
　
岡

　﨑

　
　
　登

株
式
会
社
　

レ
イ

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

岡
山
市
北
区
大
内
田
七
六
一―

三

（
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
内
）

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
八
六
）二
九
二―

五
五
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
六
）二
九
二―

五
五
八
〇

代
表
取
締
役
　
室

　賀

　康

　史

室
賀
ネ
ジ
機
工
株
式
会
社

岡
山
市
南
区
浦
安
南
町
五
五
〇
　

電
話
　
二
六
三―

二
二
四
五
　
　

株
式
会
社
　

中
外
燐
寸
社

代
表
取
締
役
　
田
中

　礼
一
郎

〒
七
〇
〇―

〇
八
〇
七
　

岡
山
市
北
区
南
方
三―

一
〇―

四
〇

電
話（
〇
八
六
）二
二
三―

七
四
五
〇

協
会
副
会
長
　
宮

　本

　光

　研

洛
陽
に
縁
結
ん
で
半
世
紀

《50音順》

2025

酷
暑　お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

酷
暑　お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

塚村　淑子 氏塚村　淑子 氏

聖ソフィア大教堂聖ソフィア大教堂

侵華日軍七三一部隊罪証陳列館侵華日軍七三一部隊罪証陳列館

全員で献花し黙礼全員で献花し黙礼

内
山
完
造
生
誕
１
４
０
周
年

記
念
事
業
ご
寄
付
者
ご
芳
名

内
山
完
造
生
誕
１
４
０
周
年

記
念
事
業
ご
寄
付
者
ご
芳
名

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
理
事

　塚

　村

　淑

　子

他
国
の
歴
史
や
文
化
を
尊
重
し

　敬
意
を
払
う
必
要
性
を
実
体
験

「
ハ
ル
ビ
ン
（
哈
爾
浜
）
の
歴
史
と
今
を
訪
ね
る
旅
」
に
参
加
し
て
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を
機
に
始
ま
っ
た
も
の
。
昨
年
は

岡
山
側
か
ら
８
人
が
松
本
を
訪
問

し
懇
談
し
て
い
る
。

今
年
は
松
本
側
か
ら
約
10
人
が

来
岡
、
研
修
会
、
懇
親
会
を
開
き
、

意
見
交
換
や
活
動
報
告
し
交
流
、

牛
窓
地
域
も
見
学
す
る
。

３
／
20
…�

片
山
浩
子
相
談
役
、
山

陽
新
聞
賞
受
賞
祝
賀
会

（
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）

３
／
28
…�

中
国
人
民
対
外
友
好
協

会
楊
万
明
会
長
歓
迎
会

（
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
岡

山
）

４
／
５
…�

内
山
完
造
研
究
会
（
協

会
）

４
／
８
…�

大
阪
総
領
事
館
新
春
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
（
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
大
阪
）

４
／
７
…�

中
銀
上
海
能
登
事
務
所

長
来
局
（
協
会
）

４
／
12
…�

日
中
友
好
の
歌
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
（
商
大
孔
子

学
院
）

４
／
16
…�

井
原
市
教
育
委
員
会

（
井
原
市
役
所
）

４
／
22
…�

岡
山
市
民
訪
問
団
（
洛

陽
・
上
海
、
～
26
）

４
／
30
…�

玉
野
市
立
荘
内
中
学
校

（
校
長
室
）

５
／
７
…�

市
民
訪
問
団
反
省
会

（
林
原
美
術
館
）

５
／
10
…�

県
日
中
教
育
交
流
協
議

会
総
会
・
理
事
会
（
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

５
／
24
…�

協
会
理
事
会
（
協
会
）

６
／
３
…�

岡
山
市
立
中
央
図
書
館

訪
問
（
内
山
資
料
借
用

依
頼
）

６
／
６
…�
井
原
市
文
化
財
セ
ン

タ
ー
、
成
福
寺
、
写
真

上
海
の
青
少
年
と

日
中
剣
道
交
流

ス
ポ
ー
ツ
の
剣
道
と
取
り
組
む

上
海
の
青
少
年
を
岡
山
に
招
い
て

の
日
中
剣
道
交
流
が
、
今
夏
、
岡

山
で
開
か
れ
る
。
練
習
場
所
は
剣

聖
・
武
蔵
の
故
郷
、
美
作
市
。
三

日
間
に
わ
た
っ
て
、
元
気
な
子
供

た
ち
の
気
合
の
籠
っ
た
声
が
響
き

渡
る
。

計
画
に
よ
る
と
、
中
国
側
の
派

遣
団
体
は
上
海
市
剣
道
運
動
協
会

で
、
招
請
団
体
が
岡
山
市
日
中
友

好
協
会
。

子
供
た
ち
は
４
歳
か
ら
17
歳
ま

で
の
16
人
。
そ
れ
に
コ
ー
チ
５
人

と
父
兄
２
人
を
加
え
た
総
勢
23

人
。一
行
は
８
月
17
日
に
来
岡
し
、

同
23
日
ま
で
滞
在
す
る
。

練
習
会
場
は
、
美
作
市
の
宮
本

武
蔵
顕
彰
武
蔵
武
道
館
。

指
導
は
、
教
士
八
段
の
竹
内
司

氏
（
勝
央
町
職
員
）
を
中
心
に
、

毎
日
午
前
、
午
後
各
３
時
間
み
っ

ち
り
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
と

い
う
。

期
間
中
、
岡
山
県
高
等
学
校
剣

道
大
会
が
開
か
れ
、
見
学
も
す
る

予
定
。

中
国
の
青
少
年
剣
道
が
岡
山
で

交
流
す
る
の
は
初
め
て
。

松
本
日
中
友
好
協
会

10
月
に
来
岡
し
研
修

松
本
日
中
友
好
協
会
（
長
野
県

松
本
市
）
と
本
協
会
と
の
交
流
研

修
会
が
、
10
月
26
、
27
の
両
日
、

岡
山
県
内
で
開
か
れ
る
。

こ
の
交
流
は
、
松
本
日
中
の
相

澤
孝
夫
会
長
が
本
協
会
の
講
演
会

に
講
師
と
し
て
参
加
さ
れ
た
こ
と

撮
影
（
伊
東
氏
、
内
山

資
料
）

６
／
14
…�

竹
内
司
先
生
、
梶
原
修

先
生
と
の
日
中
青
少
年

剣
道
交
流
打
合
せ

（
フ
ァ
ミ
レ
ス
）

６
／
17
…�

山
陽
新
聞
社
松
田
正
巳

会
長
訪
問（
土
井
会
長
、

黒
住
副
会
長
。
本
社
）

６
／
25
…�

内
山
展
示
会
打
ち
合
わ

せ
（
江
草
、
松
井
。
協

会
）

６
／
28
…�

ハ
ル
ビ
ン
訪
問
旅
行
説

明
会
・
事
前
学
習
会（
協

会
）

６
／
30
…�

江
西
省
訪
日
団
歓
迎
会

（
県
主
催
、
ま
き
び
）

７
／
９
…�

県
日
中
懇
話
会
理
事
会

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

７
／
12
…�

ハ
ル
ビ
ン
の
歴
史
と
今

を
訪
ね
る
旅
（
９
名
、

～
15
）

７
／
15
…�

上
海
陸
行
高
級
中
学
訪

日
団
来
岡
（
岡
山
南
高

校
、
京
都
、
倉
敷
～

19
）

７
／
24
…�

内
山
展
示
会
打
合
せ

（
江
草
、
猪
木
、
松
井
。

協
会
）

８
／
６
…�

半
田
山
植
物
園
、
牡
丹

園
の
要
望（
土
井
会
長
、

松
井
）

８
／
８
…�

会
報
「
岡
山
と
中
国
」

発
行
・
発
送
（
協
会
）

▼
戦
後
80
年
の
今
年
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
で
は
様
々
な
特
集
や
企
画

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
、
日
本
が
受
け
た
被
害
の
歴

史
に
対
す
る
検
証
や
「
今
の
日
本

の
平
和
と
繁
栄
が
あ
る
の
は
そ
の

方
々
の
犠
牲
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
論
調
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
異
議

を
唱
え
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
▼

一
方
、日
本
に
は
明
治
以
降
、様
々

な
大
義
を
掲
げ
て
、
中
国
を
は
じ

め
ア
ジ
ア
各
国
へ
の
侵
略
と
植
民

地
政
策
に
よ
り
膨
大
な
犠
牲
と
損

害
を
も
た
ら
し
た
加
害
の
歴
史
が

あ
る
▼
今
年
に
入
っ
て
そ
の
残
虐

性
に
つ
い
て
の
映
画
が
次
々
と
公

開
さ
れ
て
い
る
。
７
月
31
日
か
ら

は
、
第
二
次
大
戦
前
に
日
本
軍
が

行
っ
た
人
体
実
験
に
よ
る
細
菌
兵

器
製
造
の
「
七
三
一
部
隊
」
を
描

い
た
映
画
が
、
中
国
で
全
国
一
斉

に
公
開
予
定
。
南
京
大
虐
殺
を
描

い
た
映
画
は
既
に
上
映
さ
れ
て
い

る
。
韓
国
映
画
で
は
「
ハ
ル
ビ
ン
」

が
岡
山
・
シ
ネ
マ
ク
レ
ー
ル
で
上

映
さ
れ
た
▼
私
た
ち
は
戦
後
80
年

に
際
し
、
被
害
と
同
時
に
加
害
の

歴
史
に
き
ち
ん
と
向
き
合
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
認
め
た
く

な
い
歴
史
に
対
し
て
「
な
か
っ
た

こ
と
に
す
る
」
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
事
実
を
事
実
と
し
て
振
り
返

り
、
反
省
し
、
謝
罪
し
、
そ
の
上

で
こ
そ
良
い
関
係
を
築
く
未
来
展

望
が
生
ま
れ
る
と
確
信
す
る
▼
７

月
に
は
協
会
と
し
て
「
ハ
ル
ビ
ン

の
歴
史
と
今
を
尋
ね
る
旅
」
を
企

画
し
９
名
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。

そ
し
て
協
会
の
今
年
最
大
の
活
動

で
あ
る
「
内
山
完
造
生
誕
１
４
０

周
年
」事
業
で
、日
中
戦
争
の
真
っ

た
だ
中
で
日
中
の
人
と
人
を
つ
な

ぎ
、
友
好
を
築
い
た
内
山
完
造
先

生
の
顕
彰
活
動
等
を
通
じ
て
、
歴

史
に
逆
行
す
る
よ
う
な
政
治
勢
力

の
動
き
を
止
め
る
草
の
根
活
動
を

強
化
し
た
い
。　

�

（
松
）

は
元
気
に
京
都
見
学
を
楽
し
ん
で

い
た
。

今
回
の
交
流
は
コ
ロ
ナ
明
け
で

久
し
ぶ
り
の
対
面
交
流
と
な
っ
た

が
、
黄
団
長
は
20
日
の
帰
国
日
、

岡
山
空
港
で
「
南
高
校
の
至
れ
り

尽
く
せ
り
の
受
け
入
れ
に
感
謝
し

て
い
る
。
次
回
は
上
海
で
歓
迎
し

た
い
。
訪
中
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
、
今
後
の
交
流
継
続

へ
の
期
待
を
語
っ
て
い
た
。

徒
。
16
日
の
学
校
訪
問
で
は
、
揃

い
の
舞
台
衣
装
で
合
奏
を
披
露
し

た
。こ

れ
に
応
え
て
南
校
は
、
筝
曲

部
が
、
全
国
高
校
総
文
祭
で
演
奏

す
る
曲
を
披
露
し
歓
迎
。
上
海
の

生
徒
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
演
奏
に

感
激
し
て
い
た
。

一
行
は
、
情
報
処
理
科
や
服
飾

デ
ザ
イ
ン
科
な
ど
の
授
業
を
見
学

し
た
後
、
剣
道
部
、
弓
道
部
、
書

道
部
な
ど
の
部
活
も
見
学
。

ま
た
、
折
り
紙
や
茶
道
で
生
徒

同
士
の
交
流
を
体
験
、
終
業
式
に

も
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
。
黄
団
長

と
生
徒
代
表
が
挨
拶
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
全
校
生
徒
に
紹
介
さ
れ
演

奏
の
動
画
も
流
さ
れ
た
。

17
日
に
は
日
帰
り
で
京
都
を
訪

問
し
、
同
志
社
女
子
大
学
を
訪
問

し
た
後
、
嵐
山
を
見
学
し
た
。
あ

い
に
く
の
大
雨
だ
っ
た
が
、
生
徒

岡
山
県
立
岡
山
南
高
校
（
岡
山

市
）
と
交
流
し
て
い
る
上
海
市
浦

東
新
区
の
上
海
陸
行
高
級
中
学
か

ら
、
７
月
15
日
か
ら
20
日
に
か
け

て
、
黄
伊
雯
書
記
を
団
長
と
す
る

訪
日
団
14
人
が
来
岡
し
、
南
校
の

生
徒
等
と
交
流
し
た
。

今
回
訪
日
し
た
の
は
同
校
の
民

族
音
楽
合
奏
団
に
所
属
す
る
生

を
含
め
日
ご
ろ
お
付
き
合
い
の

あ
っ
た
方
々
も
皆
さ
ん
信
じ
ら
れ

な
い
気
持
ち
で
し
た
。

牛
田
さ
ん
は
、
い
つ
も
ご
年
齢

を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
お
元
気
で

若
々
し
く
、
行
事
等
の
際
に
は
裏

方
の
仕
事
を
率
先
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
る
頼
り
に
な
る
方
で
し
た
。

友
好
協
会
の
活
動
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
い
ろ
い
ろ

と
ご
一
緒
し
た
こ
と
を
懐
か
し
く

思
い
出
し
ま
す
。

長
年
、
当
友
好
協
会
の
理
事

を
お
務
め
く
だ
さ
っ
た
牛
田
和

子
さ
ん
が
、
４
月
16
日
、
体
調

急
変
に
よ
り
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
83
歳
で
し
た
。

本
当
に
突
然
の
こ
と
で
、
私

山
登
り
や
カ
メ
ラ
撮
影
な
ど

趣
味
も
多
彩
。
日
常
生
活
の
知

恵
も
ご
豊
富
で
、
い
ろ
い
ろ
と

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

さ
に
私
た
ち
が
目
指
し
た
い
人

生
の
大
先
輩
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

理
事
会
の
場
に
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
の
が
大
変
寂
し
い
こ
の

頃
で
す
。ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

こ
れ
か
ら
も
闊
達
な
牛
田
さ
ん

の
お
姿
を
思
い
お
こ
し
な
が

ら
、
友
好
発
展
の
た
め
に
が
ん

ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
副
会
長　

黒
住
昭
子
）

在りし日の牛田和子さん在りし日の牛田和子さん

趣
味
多
彩

　若
々
し
く

　頼
り
が
い
あ
っ
て

趣
味
多
彩

　若
々
し
く

　頼
り
が
い
あ
っ
て

故
牛
田
和
子
さ
ん
を
悼
む

茶道の体験茶道の体験

終業式でのあいさつ終業式でのあいさつ

上
海
か
ら
高
校
生
が
来
岡

岡
山
南
高
生
と
文
化
交
流
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